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速IljlIlHの存在が明確であった。

Ｃ・結iMiは，著者がもつ今後の研究の方向についての

展望を述べようとしたもので，１.結果のまとめ，Ⅱ行

動実験と無差別曲線分析，Ⅲ行動経済学の歴史的沿革，

Ⅳ.今後の研究の展望，Ｖ､平衡随伴性への試論（結語に

かえて)，から成る，

著者は，まず本論での結果をうけて局所反応率や局所

強化率などいくつかの行動指標の間の関係を経済学にお

ける無差別曲線分析を導入しながら考察し，つづいて心

理学，なかでも実験的行動分析と経済学との相互交渉に

ついての歴史的展望を行ったのちに，今後の研究課題と

して五つの具体的方向を示している。そして結語として

著者は，行動分析の理論的枠組に，Skinnerにより導

入された生存随伴性と強化随伴性に加え，平衡随伴性と

でもよぶぺきものを導入することを提案している。

本研究でなされた，閉蝕経済的環境における実験セッ

ション１１寺間を独立変数とする強化スケジュールの実験的

分析は，著者も指摘しているようにこれまでには全く試

みられたことがなく，三年以上にわたる連日の実験から

得られた諸結果は，いずれも新しい知見であり，実験的

行動分析への貢献は多大なものである。

もちろん，本論文にもほとんどの論文と同様にいくつ

かの弱点を見いだすことができる.すなわち(1)実験面で

は，実験セッションは常に午前八時に開始されているた

めに，実験セッション時間の効果の普遍性が必ずしも保

証されていないこと，(2)理論面では，ｉ）llurshの見

解，ひいては行動経済学への著者による評IiHiが明確には

述べられていないこと，ｉｉ）実験的行動分析における微

視的アプローチと巨視的アプローチの対立を止揚し，行

動経済学と行動生態学をも取り込もうとする熱意から考

えられたものであることは充分に窺えるとしても，著者

の提案する平衡随伴性なる概念がきわめて暖昧であるこ

と，(3)文章面では，科学論文としての明確性と簡潔性に

やや欠けること，の諸点である。

しかしながら，著者が本論文によって実験的行動分析

における行動研究を新たな方向に拡大させるための着実

な一歩を踏承出したことから承ると，これらの弱点は小

さなものといえよう。

著者は本論文によって文学博士の学位を授与されるに

値するものと認められる．

文学博士
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ヒトおよびチンパンジーにおける刺激等価性

著者は，この二つの実験の結果のうち主要な点を以下

のように要約している。

ａ）固定比率（ＦＲ）及び固定時隔（Ｆ１）強化スケ

ジュールにおいて，行動価格（’強化子あたりの反応率）

と強化量(局所強化率)の関係はjLIi調減少的関係である。

両対数ｊｌｉＩｌ１上にこれらの11kをとってプロットすると，ほぼ

直線的な単調減少関係が見いだされ，実験セッション時

間の長さに関わらず，その傾きとｙ切片はほぼ等しかっ

た。このことから実験セッション時間は需要の価格蝿力

性を変えず，従って経済的環境特性を変化しないといえ

る。またその価格弾力性は’より小さな値をとるので，

価格と需要蛍の間には非弾力的な関係があることが分か

った。

ｂ）両スケジュールにおいて実験セッション時間は食

事についての諸指標に対して効果を持つ一方，反応数.

強化数に関する諸指標にはほとんど効果を持たない。Ｆ

Ｒ強化スケジュールにおける比率（行動Ⅲi格にほぼ等し

い）は反応数．強化数に関する諸指標と食事間時間には

効果を持つが，食事についての他の指標には効果を持た

ない。Ｆ’強化スケジュールにおける時隔は主に反応数

．強化数に関する諸指標に効果を持つが，食事数に関す

る指標については効果を持たない一方で食JIF時間に関す

る指標と行動価格に}よ効果を持っている。またこのスケ

ジュールにおいて行動価格はＦＲ強化スケジュールと同

様に反応・数強化数に関する指標にだけ効果を与える

が，その範囲は限定されている。……

ｃ）ＦＲ強化スケジュールにおいて，実験セッション

時間は強化後休止の長さにほとんど影響を与えない。

ｄ）両強化スケジュールにおいてその反応時間分布は

スケジュールに特異な形状を持っているだけでなく，実

験セッション時間と比率・時隔の変化に応じてその反応

のパタンを変えることが明らかになった。また反応時間

分布は24時間の実験セッション時間において１日の時間

帯のどこにおいてもその最終的な分布パタンと同じパタ

ンを示していた。

ｅ）反応累積記録から実験セッション時間24時間にお

けるＦＲ強化スケジュールのもとでは，強化後休止の長

さと走行反応率に時間帯で異なる変化が観察されず，結

果として１日のどこにおいても同じ反応パタンが繰り返

されていた。しかし，Ｆ１強化スケジュールでは，その

長い時隔においてヮ高い反応率で強化子を獲得する進行

期間と反応が出現しない停止期間を繰り返すパタンが昼

間に観察される一方，夜間に近くなるに従ってこのパタ

ンとは明確に区別される低反応率で強化子を獲得する低


